
※日本税理士会連合会実施の第６回税理士実態調査の結果による。（平成26年1月1日現在　32,747人対象）

データで見る税理士のリアル。
現役で活躍する税理士のリアルを、データからひも解きました。

現実を知ることで、より具体的なビジョンを描いてください。

年齢層
高齢化が進んでいるとともに、
関与先も代替わりなどで若い

経営者が増えているため、
若手の税理士の活躍が

期待されています。

税理士と
なった資格

半数が試験合格によってその
資格を得ていますが、その割合も
年々増加。官公署出身者である

特別試験合格の割合は
下がってきています。

資格取得前
の職業

職務経験が活かせる税理士
事務所職員が最多。次いで税務

職員。2年以上の実務経験が
必要とされているため、
学生は入っていません。

従事年数
従事年数40年に達するベテランが
活躍している点からも、税理士は
生涯にわたり長く続けることの

できる職業であることが
わかります。
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男女比率
男女共同参画社会が進展する
とともに、税理士ならではの

働きやすさから、女性の割合が
年々高まってきています。

女性税理士の登録数推移
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※（）内は税理士登録者総数。日本税理士会連合会 税理士登録者より（平成28年3月末現在）。
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